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資料２ 



秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

                               団体名  秩父郡市医師会  

令和４年度 圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだ事業 

① 秩父地域救急医療対策（休日診療所、在宅当番医制、二次救急体制、小児初期救急体制、

県特殊救急医療体制）に努めている。休日診療所は、日曜・祝日９時から１８時、執務 

医師２名体制で対応。 

 

② 地域健・検診業務（特定健診、職域健診、がん検診、学童二次検診、胸部Ｘ線読影、その

他の健診業務）に努めている。 

 

③ 本会からの働きかけと、会員（眼科）の協力により、１市４町の全てで、屈折検査器機を

用いた３歳児視力検査を開始。 

 

④ ちちぶ医療協議会（ちちぶ圏域医師・医療関係者教育プログラム作成、救急医療に関する

事業、予防医療に関する事業、リハビリテーションに関する事業）へ協力している。 

 

⑤ １市４町の実務者と医師会役員が一堂に会し、地域保健事業の円滑な推進と将来計画を総

合的に検討し、地域住民の期待に応えるべく「ちちぶ保健・医療・福祉総合対策会議」を

設置し、成果を挙げている。特に令和４年度は地域内の新型コロナ対策、ワクチン接種の

実務者協議の場としての役割を果たした。 

 

⑥ 埼玉県、埼玉県医師会からの要請により２０２５年度問題に備え、医療と介護の連携を図

るための在宅医療提供体制に向けて、1 市 4 町と共同で事業を進めている。 

 特に在宅緩和ケア体制への構築に向けての研修会等開催した。 

 

⑦ ちちぶ版地域包括ケアシステムを構築し、高齢者が住み慣れた場所で安心して暮らせる地

域を目指し、行政と多職種連携の上で取り組んでいる。 

 ・ＡＣＰ人生会議普及啓発事業に派遣する講師の人材バンクへ協力 

 

⑧ 秩父郡市医師会立秩父看護専門学校を運営し、将来、秩父地域の看護業務を担う人材を発

掘、育成すると共に、地域内で働く看護師の後押しをしている。 

 

⑨ 厚労省委託事業として、秩父地域産業保健センターを運営し、小規模事業所等からの相談

業務、労働者へ保健指導等の事業を展開している。 

 

⑩ 糖尿病性腎症重症化予防として、特定健診受診者に対する糖尿病早期発見、腎症の早期診

断、早期治療に取り組んでいる。 

 

⑪ 予防接種業務として、幼児から高齢者まで幅広い年齢層に対し感染症予防に努めている。 

特に令和４年度は、季節性インフルエンザ接種に力を注ぎ、新型コロナとインフルエンザ

の同時流行の予防に努めた。 

 

⑫ 災害時の医療提供対策に備え、自治体と共に連携の強化を図るための研修会等へ参画。 
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⑬ 患者およびその家族から医療・介護従事者への暴力、ハラスメント対策として、担当役員

を置き、安全対策事業を開始。 

 

⑭ 地域住民へのさまざまな健康啓蒙活動を、講演の他、ホームページ、YouTube、FMラジオを

利用して行っている。令和４年度は、新型コロナウイルス感染症、ワクチン接種推進につ

いて、特に力を入れた。 

 

⑮ 学校医が中心となり児童生徒の健康の保持・増進に努めると共に、教職員を対象にした 

講演会の実施や運動器検診に努めている。 

 

⑯ 発達障がい児への対策について、行政、学校と本会が一体となり取り組んでいる。 

 

 

 

新型コロナウイルス対策 

① 新型コロナウイルス感染症対策への対応として、帰国者接触者外来、発熱者外来・PCR 

検査センター、診療・検査医療機関、帰国者・接触者相談センターを設置し、感染拡大防 

止に努めている。 

・新型コロナウイルス中和抗体薬、内服薬の圏域内各医療機関での投与体制の確立。 

・コロナウイルス後遺症外来の圏域内設置。 

・新型コロナウイルス陽性者に対する自宅療養支援体制による健康観察、往診の実施。 

 

② ちちぶワクチン推進会議にて、管内１市４町の首長との意見交換、情報共有を図っている。 

  内容はワクチン接種の計画や接種情況にとどまらず、新型コロナ感染症全般にわたってい

る。 

 

③ 新型コロナ患者数増加（第７波・第８波）に合せて、７月～９月、１２月～２月の休日に 

２次救急病院、休日診療所、在宅当番医以外の診療・検査医療機関を臨時に設置し、検査、

治療に当たった。 

 

④ 医師会休日診療所を休日の発熱外来として整備し、大勢の患者を受け入れ検査、治療した。 

 

⑤ 医師会休日診療所では、希望者に新型コロナウイルス抗原キットを無料配布した。 

 

⑥ 新型コロナワクチン予防接種事業として 

・１市４町と協力しながら、郡市民であれば秩父地域内どこでも接種可能な秩父方式とし

て実施。 

・各医療機関における個別接種ばかりでなく、行政の集団接種（５か所）への医師、看 

護師の派遣を行った。また医師会館（休日診療所）でも接種を行った。 

・新型コロナワクチン予防接種健康被害調査委員会への参画。 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

団体・機関・市町名     秩父郡市歯科医師会     

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

 

１、地域在宅歯科医療推進体制整備事業 

・「秩父郡市在宅歯科医療推進窓口」の設置 

歯科衛生士を常駐し、訪問診療派遣や相談業務を行っている 

・災害対策への取り組みとして歯科医師に向けた Webでの講演を開催 

・歯～とふる秩父にて、災害時の備えとして一般に向けた講演会を開催 

 

２、休日在宅歯科診療の実施 

・年末年始やＧＷ等の連休を中心に会員の輪番制で実施している 

 

３、口腔機能向上事業 

・口腔機能の維持・向上が糖尿病などの疾病、認知症、フレイルの予防 

につながることを周知するため一般向けパンフレット等の配布、講演会

等の事業を実施 

・口腔機能向上についてのチラシを入れたマスクを各医院や行政の窓口で

配布 

  ・秩父ＦＭに出演し、地域住民に歯科知識向上のための講話を実施 

 

４、歯科健診事業 

・障害者施設における健診および職員向け口腔ケア研修会の実施 

・地元中小企業の歯科健診の実施 

・健診・相談・研修会により歯科口腔保健の重要性の啓発を行っている 

 

５、行政ならびに多職種との連携の推進 

・ちちぶ医療協議会（救急医療分科会、予防リハビリテーション分科会） 

への委員派遣 

・市・町地域ケア会議ならびに秩父市地域ケア会議への委員派遣・協力 

・地域包括ケア構築のための連携を積極的に進めている 

・秩父保健所管内歯科口腔保健連携会議にて、秩父郡市内での歯科口腔

保健推進に向けた話し合いを実施した 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名    秩父郡市薬剤師会    

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

 

生活習慣病対策と在宅医療の推進 

・生活習慣病重症化予防対策事業への参画 

・薬剤師居宅療養管理指導の実施（訪問薬剤管理指導） 

・管理栄養士の訪問栄養食事指導の実施（腎機能低下、糖尿病悪化、低栄養、褥瘡などの防止

の成果） 

・チャオの会開催（地域住民向けの薬、栄養、健康について講演と相談会、オンラインでの開

催も） 

・薬剤師と管理栄養士の連携強化 

・医療材料、衛生材料の選定と備蓄倉庫設置、運用 

・他職種との連携会実施（在宅地域ケア勉強会） 

・私の療養手帳とおくすり手帳の啓発と使用推進 

・地域ケア会議への参画 

・ちちぶ医療協議会（救急医療に関する事業 、予防リハビリ医療に関する事業）へ の参画 

・キッチンカーで山間部や限界集落へ出向いてのサロン活動 

 

精神疾患医療と自殺予防対策の推進 

・小中高等学校等における薬物乱用防止教室開催 

・危険ドラッグ対策 

・自殺防止対策のため店頭啓発 

・オレンジカフェの開催 

 

救急医療 

・二次救急輪番当番病院に対応した休日及び準夜帯の薬局開局 

・医師会による休日診療所 に対応した 休日の薬局開局 

・小鹿野中央病院の初期救急に対応したおがの薬局開局 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名 保険者代表（小鹿野町福祉課）  

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

■特定健康診査受診率向上対策事業 

保険者として、被保険者の健康保持・増進、健康寿命の延伸と医療費適正化のため、

保健事業に積極的に取り組んでいます。 

○特定健康診査及び特定保健指導の実施 

４０歳以上（小鹿野町は３５歳）の若年層も視野に入れ、被保険者の特定健診及び特

定保健指導を実施し健康管理の促進を図っています。また、各医療機関にご協力いた

だきながら診療情報提供事業の実施や健康診査等の周知など受診率向上に取り組んで

います。各市町において対象者をタイプ別に細分化し、特性に基づいた内容の案内を

送るなど受診勧奨に工夫をこらしています。 

○人間ドック検診費補助事業 

皆野町、小鹿野町は３０歳以上、秩父市、横瀬町は３５歳以上、長瀞町は４０歳以上

の被保険者を対象に、人間ドックの健診費用の一部を補助しています。 

○データヘルス計画の推進 

健診データやレセプトデータを活用し、より実効性の高い保健事業を進めています。

２年度の中間評価を基に、健康寿命の延伸に向け効果的な保健事業に取り組んでいま

す。 

○後期高齢者健康診査の実施 

後期高齢者医療では、筋力や心身の機能低下予防対策として、フレイルに関する問診

票により健康診査を実施しています。 

○高齢者の保健事業と介護予防の一体的取組 

 高齢者の心身の多様な課題に対応するため、介護予防に関する支援事業と保健事業

の一体的な実施を進めています。医療専門職による通いの場（地域活動）での健康教

育や健康相談、運動指導、また、皆野町の転倒ハイリスク者への訪問指導や横瀬町の

高血圧者への食事指導など、健診データを活用した個別支援によるフレイル予防指導

や疾病の重症化予防などに取り組んでいます。 

○糖尿病性腎症重症化予防事業。 

特定健診の結果 HbA1ｃ6.5％以上の方を対象に、アルブミン尿の検査の受診勧奨、また、

医療機関と連携した保健指導を実施しています。 

○健康ポイント事業の実施 

健康づくりへの習慣と関心を高め、健康的な生活習慣の定着を図り、健康保持・増進

を目的とする健康マイレージ事業を進めています。埼玉県コバトン健康マイレージに

参加しています。 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名    看護協会      

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

 

【看護・介護人材の確保促進の推進】 

 ＊埼玉県看護協会では 

 ・看護師、准看護師、保健師、助産師で仕事に就いていない人の届出制度 

 ・進路相談 

   将来看護師の道に進みたい学生、社会人を対象として実施 

 ・ふれあい看護体験 

   高校生を対象に病院見学や看護実習、胸骨圧迫やＡＥＤ体験を実施 

 ・再就業技術講習会 

   潜在看護師に対して、最近の看護や知識、技術を体験し再就業のステップとな 

  るように、講習会を実施 

 

 ＊埼玉県教育局推進「夢と豊かな心をはぐくむ講演会事業」から、埼玉県看護協会

「看護の出前授業」として実施 

  看護師の仕事紹介、看護師への道の説明 

  聴診器やパルスオキシメーターを使って、「いのち」を実感してもらう 

 

 ＊秩父地域看護師会では 

 ・定期的に会議を開催し、情報交換を実施 

  その他、スムーズな転院調整ができるよう情報共有を適宜行う 

 ・秩父看護専門学校とは、病院実習を受け入れていけるための相談や調整を行う 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名 秩父市             

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

【ちちぶ医療協議会の取組】 

①救急医療支援 

二次救急輪番病院（秩父病院・秩父市立病院・皆野病院）及び急変時特別病院を有する

小鹿野中央病院に対して財政支援、また、休日及び準夜帯の調剤薬局開設のため秩父郡市

薬剤師会に対して財政支援を行い、診療所医師による初期救急診療への支援や病院勤務

医・スタッフの負担軽減、医療スタッフの増員、患者の利便性の向上を図ることができた。 

病院や地域の診療所などで活躍できる総合診療専門医を養成するために立ち上げた、総

合診療専門医養成プログラム「ちちぶ」において、2名の専攻医（プログラム制 1名、カ

リキュラム制 1名）が令和 4年 4月から研修を開始。 

②産科医療体制の確保 

秩父保健医療圏医師等派遣支援事業補助金を活用するとともに、ちちぶ定住自立圏の財

政支援と合わせて、市内の産科診療所に埼玉医科大学関連病院から週 3回の産科医派遣と

秩父市立病院から助産師 1名の派遣を行った。 

【生活習慣病の予防と重症化防止対策の推進】 

がん検診の受診率向上のため、勧奨通知の送付、国保特定健診や協会けんぽ組合の特定健

診と同日実施などを行った。 

 また、医師会、1市４町や市立病院等と連携した「糖尿病性腎症重症化予防事業」に取り

組み、保健師・管理栄養士による生活訪問指導を実施することで、人工透析への移行防止

に努めた。 

【重大感染症対策の推進】 

 新型コロナウイルスワクチン接種は住民票所在市町村での接種が原則だが、秩父地域１

市４町では秩父郡市医師会の協力のもと、秩父地域の住民であれば地域内のどこの医療機

関等でも接種可能な、利便性の高い接種体制を構築している。 

〇秩父地域の接種率（令和５年２月１日時点） 

初回接種(12歳以上) 81.8％（全国:80.6％） 

オミクロン株対応ワクチン接種 42.2％（全国:42.0％） 

【自殺防止対策】 

自殺防止対策は、定住自立圏事業として位置づけ、関係機関と協力しながら取り組んで

いる。新型コロナウイルス感染症の流行により、秩父地域自殺予防フォーラムとゲートキ

ーパー養成講習を YouTubeによるオンライン配信を実施した。フォーラムでは、睡眠をテ

ーマに地域全体で自殺の問題を考え、ゲートキーパー養成講習では、悩みを抱えた人を支

えるゲートキーパーの重要性を伝えている。また、自殺予防の啓発グッズの配布と秩父郡

市外からの自殺を防ぐため、橋やダムに自殺予防標語入り看板を設置している。 

【介護人材の確保対策の推進】 

介護人材の中で、特に深刻となっている訪問介護員の高齢化による人材不足解消に向け、

訪問型生活支援サービス（緩和型）従事者研修を開催し、担い手の養成を図った。 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

                   団体・機関・市町名   横 瀬 町         

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

◎生活習慣病や疾病の早期発見・早期治療、重症化予防のための取組 

（１）特定健診・がん検診受診率向上の取り組み 

○インセンティブを提供する「横瀬町わくわくポイント事業」に取り組みながら、健(検)診を実施した。 

特定健診とがん検診の同時申し込み及び実施をし、受診しやすい環境づくりに努めた。 

また、未受診者への個別通知による受診勧奨を行った。 

●主な健(検)診 特定健診   令和２年度 38.9％→ 令和３年度 45.2％→ 令和４年度 40.0％(見込み) 

受診率    大腸がん検診 令和２年度 11.5％→ 令和３年度 12.6％→ 令和４年度 12.2％(見込み) 

       胃がん検診  令和２年度 4.2％→ 令和３年度  4.8％→ 令和４年度  5.0％(見込み) 

  ○事業主健診データの収集 

特定健診の未受診者のうち、事業主健診を受けていることが判明した方にその健診データの提供をお

願いする文書を送付した。（送付件数 44件） 

（２）埼玉県コバトン健康マイレージ事業への参加・実施 

事業開始から６年目となる。参加者は、歩数をタブレットにかざすことで、歩数の累計や団体ごとに順位

が表示されるため、ウォーキングを継続する励みになっている。事業参加を呼びかけるため、年間を通し

てウォーキング教室を実施し、また、健(検)診時のリーフレットの配布等で啓発を行った。 

申込者数（令和５年１月末現在）：509人 

 (３) 糖尿病性腎症重症化予防対策事業の実施 

秩父郡市医師会と１市４町の連携事業として引き続き実施した。 

特定健診の結果から対象者を抽出し、将来的な新規の透析導入者の減少を目指すため個別に受診勧奨

を行った。（対象者 70人） 

（４）歯周病検診の強化 

個別歯周病検診を受診した 40 歳以上の町民を対象に、検診料の一部に助成を行った。 

 

◎精神保健と自殺防止対策の取組 

臨床心理士による「こころの健康相談」を実施した。（全６回：隔月） 

こころの健康づくりと自殺防止を目的に「こころいきいきセミナー」を２月１日、３月 28日に２回開催、 

その他、がん検診受診者にこころの健康づくりに関するリーフレット配布や広報等で啓発を行った。 

 

◎子育て支援事業の取組 
（１）母子保健事業の充実 

子育て世代包括支援センターでは、妊娠期から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対応した総合的相

談支援を提供するワンストップ拠点として保健師等の専門職を配置し、切れ目のない相談支援事業を実施

した。今年度もコロナ禍において、感染予防対策をとりながら実施した。乳幼児健診では、３歳児健診と

５歳児健診にスポットビジョンスクリーナーを使用した視覚検査を導入した。既存のアンケートや家庭で

の視力検査と併せて、弱視の早期発見に努めている。また、１市４町同一の内容で産後ケア事業を開始し

た。出産や育児で疲れたママの体と心のケア、また赤ちゃんのケアのサポートなどを行っている。昨年度

に引き続き、子育てアプリ「よこハグ」を活用し、妊娠期の記録や出産、育児の記録、予防接種スケジュ

ールの管理などがアプリででき、育児の負担軽減に役立っている。さらに、新生児聴覚検査費用、産後健

康診査費用及び乳房ケアに係る費用の一部を助成する事業等、経済的支援も継続して実施した。 

（２）町民への相談事業の強化 

妊娠中や子育て中の方々の不安感を軽減し、妊娠期（産前・産後）から子育て期にわたる切れ目のない支

援の充実を図るため、健康子育て課に子ども家庭総合支援拠点を設置し相談業務の強化を図った。窓口の

相談だけでなく、小児科医や産婦人科医、助産師に相談できる「小児科・産婦人科オンライン相談事業」

は、スマホ等から夜間に無料で相談できる事業のほか、いつでも相談としてウェブサイトから質問を送る

と 24 時間以内に回答がくる事業を実施し、年末年始などの長期休暇やコロナ禍において、気軽に専門家

に相談できる事業として充実を図った。また、今年度は、町民課に「なんでも相談室」を設置し、どこに

相談したらよいかわからない、一人で悩みを抱えて困っているなど、誰でもどんなことでも相談できる相

談室を設置し、町民の困りごとに対応している。 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名  皆野町           

        

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

【親と子の保健医療対策】 

１．妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援の取り組み 

 ①母子健康手帳交付時に全妊婦対象にアンケートを実施し、その結果に基づき保健

師が個別に相談対応する。また、担当内で妊娠届出者全員についてカンファレン

スを行い、ハイリスク妊婦には保健師が相談支援を実施。 

 ②全出生児を対象に地区担当保健師が家庭訪問を実施。 

 

【生活習慣病対策の推進】 

①インセンティブヘルスケアポイント事業 

20歳以上の町民を対象に、住民健診やがん検診の受診、町事業に参加、健康に留

意した生活を送っている方等にポイントを付与し、合計 20ポイントでインセンティ

ブとしてクオカード 1,000円分を贈呈。 

②埼玉県コバトン健康マイレージ事業 

  18歳以上の町内在住または在勤の方を対象に、気軽に楽しく健康づくりに取り組ん

でもらい、健康長寿に繋げることを目的に平成 30年度から事業を開始。 

 令和５年 1月末現在、延べ利用人数 802人。 

③糖尿病性腎症重症化予防の推進 

  特定健診の結果 HbA1c6.5％以上の方を対象に、アルブミン尿の検査を受診勧奨。 

 また、通院中の急速腎症進行ケースを対象に医療機関（皆野病院・秩父市立病院）

と連携した保健指導を実施。 

④減塩・高たんぱく食環境整備事業 

  町内の協力店に依頼し、減塩食品や高たんぱく食品の陳列棚等に POPを掲示し、

当該食品が目につきやすい食環境整備を行う。令和 4年度から実施。 

  

【精神医療と自殺防止対策の推進】 

１．自殺予防の取り組み 

 ①児童生徒の SOSの出し方に関する教育 

  「SOSの出し方に関する教育」について、町内の小学校に通う５・６年生、中学校

全生徒及び教職員に対してリーフレットを配布し普及啓発。 

 ②住民健診の問診項目にメンタルに関する質問項目を設け、気になる回答をした方

には保健師が個別相談や家庭訪問を実施。 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名   長瀞町              

 

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

■妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援の充実・強化 

（１）子育て支援体制の整備 

 「多世代ふれ愛ベース長瀞」では、母子保健事業、子育て支援事業、子育て相談事業、

ママサロン（定住自立圏事業)などを実施している。また、子育て世代包括支援センター

を併設しており、町民からも子育て支援拠点として、認知され、気軽に訪れることがで

きる施設として親しまれている。 

（２）母子保健事業の充実 

  感染症対策を実施しながら乳幼児健診等を実施しているほか、コロナ禍で育児不安な

どオンラインで保健師等と相談できる「オンラインすくすく相談」を実施している。今

年度から「産後ケア事業」を開始し、産後に十分にケアが受けられず、身体的心理的に

も不安を抱えている産婦のケアを開始した。スポットビジョンスクリーナー（屈折検査

機器）の購入により、乳幼児健診の視覚検査のスクリーニングに役立てることができた。 

 

■生活習慣病の予防と重症化防止対策の推進 

（１）生活習慣病の予防と重症化対策のハイリスクアプローチ 

特定健診結果からリスクのある者を抽出し、民間企業によるオンライン栄養相談、

体組成計を活用した健康相談を行った。オンラインで画面共有して視覚的・客観的に

食事内容を把握することで具体的な食事改善を促した。終了後は血液検査の変化で評

価も行った。 

（２）生活習慣病予防と重症化対策のポピュレーションアプローチ 

  ①特定健診の受診率向上対策として、民間企業の AIの技術を活用し、過去の受診

履歴等からわかる性格別に受診勧奨の圧着はがきを送付した。この取組は令和３年

度も実施し、特定健診受診率が１０％以上向上したため、今年度も受診率向上効果

が期待できる。また、特定保健指導においても利用率向上のため、勧奨の圧着はが

きを送付した。 

②健康増進の一環として、今年度初めてインターバル速歩の歩き方講座を実施し、

定員に近い４０名の参加を得た。また、町名変更５０周年記念事業としてはつらつ健

康フェアを開催し、NHKラジオ体操の現役指導者である鈴木先生を招いてラジオ体操

の実技の他、健康長寿サポーター養成講座、体組成計による測定会を実施した。１０

０名以上の参加を得た。 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名  小鹿野町          

 

 

令和４年度に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

１．親と子の保健医療対策 

（１）子育て支援総合相談体制と乳幼児健診の強化 

子育て包括支援センター（住民生活課）では、令和３年度に助産師を配置し、他職種

や地域と連携した妊娠期からの切れ目ない子育て総合相談体制を強化した。保健課では、

乳幼児健診において個別相談（歯科・栄養・子育て）を実施するほか、3歳児健診におい

ては、オートレフト検査を実施し視能訓練士による総合判定による早期発見・早期治療

を実施し、令和４年度は医療機関に結びついた幼児が２名いた。また、法定健診ではな

い２歳・５歳児健診を実施し、子育て包括支援センター・関係機関と連携して軽度発達

障害の早期発見による早期支援の相談支援体制を強化している。 

２．在宅医療の推進 

（１）医療と介護の協働による在宅医療の推進 

人生の最期まで住み慣れた場所で自分らしい生活を続けられるよう、入院時から退院

を見据えシームレスな連携を図る「地域ケア会議」、「包括ケア会議」や「緩和ケアカン

ファレンス」により、医療と介護が有機的に協働して在宅医療を推進している。「私の療

養手帳」の発行数は令和２年度４７冊、令和３年度は３６冊であり、令和４年度は１月

末現在４０冊であり在宅療養の推進に活用されている。また、１市４町で取り組んでい

る「ＡＣＰ（人生会議）普及事業」について、令和４年度は国保町立小鹿野中央病院院

長による講演会を実施した。 

３．生活習慣病対策の推進 

（１）高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施 

身体機能の低下予防や生活習慣病の重症化予防を目的にフレイル対策を重点項目に掲

げ、通いの場（いきいきサロン）での教育を実施した。全会場ではないが、令和４年度

は歯科衛生士によるオーラルフレイル予防にも取り組んだ。（令和５年１月末現在で１６

会場１９９人） 

４．精神医療と自殺防止対策の推進 

（１）こころの相談事業と人材育成 

自殺予防対策として全世代への普及啓発と臨床心理士によるひきこもり及びこころの

相談、ゲートキーパー養成講座を実施した。 

５．健康危機管理体制の整備充実 

（１）高齢者見守りネットワークの推進 

（２）コロナ禍における共同避難所開設訓練の実施 

（３）新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

 

            団体・機関・市町名  秩父消防本部         

 

 

令和４年度に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

 

１ 救急自動車、救急自動車積載資器材等の現場活動で必要な資器材の整備を図ると共

に、各種認定救急救命士の養成及び救急救命士の再教育を行うことにより、救急救

命処置の高度化を進めている。  

（令和４年度に実施した認定救急救命士養成の講習、実習は下記のとおり。） 

① 気管挿管病院実習（深谷赤十字病院、熊谷総合病院）３名  

 （上記のうち、１名は令和３年度から実習が継続していたもの。） 

② ビデオ喉頭鏡座学講習（埼玉県消防学校救急救命士養成課程）３名  

③ ビデオ喉頭鏡病院実習（深谷赤十字病院、熊谷総合病院）２名  

④ 気管挿管再教育病院実習（深谷赤十字病院）８名  

⑤ 管内救急告示病院、深谷赤十字病院で病院実習による再教育を行う。 

 

２ 二次救急病院の負担軽減に向け、処置困難と思われる傷病者に対しドクターヘリ、

ドクターカー要請や管外の三次医療機関及び専門的治療が可能な病院へ直接搬送を

行っている。  

    

３ 一般市民、中学生、高校生及び各種団体への救急講習を積極的に行い応急手当の普

及啓発による救命率の向上を目指している。  

  

４ 秩父郡市医師会と連携し初期救急医療の調整及び二次救急輪番制病院（秩父病院・

秩父市立病院・皆野病院）と連携し二次救急医療の調整、当番日の割り振りを行う。 

 

５ 救急車の適正利用広報のため、救急講習時における広報及びポスター配布を行う。 
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13 

 秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

                   団体・機関・市町名    秩父保健所    

 

令和４年度に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等 

【救急医療（小児救急を含む）】 

■救急医療機関の適正受診や救急車の適正利用の推進 

・救急電話相談（＃７１１９）の周知・啓発に取り組んだ。 

【親と子の保健医療対策】 

■妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援の充実・強化 

・妊娠期からの支援が適切に行われるよう、市町等を対象とした会議及び研修会を開催した。 

■児童生徒の健康保持の増進 

・学校における薬物乱用防止教室の開催を支援するとともに、講師となる薬物乱用防止指導員等に対して、薬

物依存に関する研修を実施し、知識の向上を図った。 

【在宅医療の推進】 

■広域的な在宅医療体制の推進 

・「ちちぶ版地域包括ケアシステム」推進のための取組に参加し、関係団体等との連携及び協働に努めた。 

【生活習慣病対策の推進】 

■データヘルス計画を活用した健康づくりの推進 

・国保データベースシステム活用についての研修会に市町とともに参加し、更なるデータヘルスの推進を図

った。 

【精神医療と自殺防止対策の推進】 

■精神疾患（認知症を含む）の支援体制の構築 

・精神障害に対応した地域包括ケアシステム構築推進のため会議や研修会を実施し、支援機関等への知 

識向上を図るとともに、連携体制の構築に努めた。 

■自殺防止対策と自殺未遂者支援体制の推進 

・「語らいのつどい」を５回開催し、自死遺族等への支援に努めた。 

■依存症対策と薬物乱用防止対策の推進 

・管内アルコール依存症自助グループ（ＡＡ）や断酒会との連携に努めた。AAが主催するセミナーにゲストス

ピーカーとして参加し、保健所の取組みついて周知を行った。 

【健康危機管理体制の整備充実】 

■医療機器依存度の高い避難行動要支援者等の対策の推進 

・医療機器依存度の高い難病患者等に対して、災害時における個別支援計画を作成し、随時更新を行うととも

に、要支援者に係る台帳及び地図を整備した。 

・難病対策地域協議会や支援従事者研修会を開催し、災害時等の危機管理体制の整備に努めた。また、関

係者に対し、同行訪問や支援会議の中で、災害時における支援の必要性を伝えた。 

 

■ＭＥＲＳや新型インフルエンザなど広域的脅威となる重大感染症対策の推進 

・令和４年度の管内感染症業務緊急連絡網を作成し、関係機関に配布した。 

・管内保育施設を対象に、「感染症研修会」を開催した。 

・新型コロナウイルス感染症の医療・検査体制、自宅療養者の支援体制について、管内の医療機関、市町等と

の情報共有、検討を行い、連携強化及び体制整備に努めた。 

 


